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　英国では英語教師になる場合、TEFLの入門コー
スとも言える４週間コースのCELTA（又は同等の
certificate course）を終了しなければならない。そ
して３年以上教えた経験を持つ教師は通常８週間程
度の集中コースを経た上で、筆記・実地の両試験を
受け、合格した場合DELTA（又は同等のdiploma 
course）の資格が与えられシニア・ティーチャーと
なる。この資格によって語学学校の主任教師や校長
のポストへの道が開けるのが常である。本書は、こ
のDELTA修了者や大学院でTEFL・TESOLを専攻す
る学生の為の英語音韻論と発音指導を扱った解説書
である。この本は15章から成り、５章を発音教育・
指導に係わる問題に、10章（内に２章のreviewを含
む）を英語の音韻論の解説に割いている。音韻論に
関する記述や議論は英語教師のニーズを念頭に置い
て行われていると言え、これまでにこの分野で書か
れた本の中では比較的分かり易く解説している上に、
扱っている領域が割合に広いのが特徴と言える。ま
た、websiteを通じて内容に関係する音声資料を利
用することも出来るので、CDが付属しているのと
同じ効果を得ることも出来る。
　第一章 Phonology and Pronunciation Learning and 
Teachingでは、音声学・音韻論で研究されている事
柄が発音指導とどのような形で関連するのかという
テーマについて議論が行われている。項目としては、
‘発音の違いによって運ばれて来る数種類の意味の
違いの問題’、‘何を模倣するべきモデルとして選び、
どのような到達目標を設定するか’、‘学習者と教師
が目指すべき発音の能力の中身は何かなどの問題’
が取り上げられている。そして、その中身としては、
‘語彙・文法・談話・個人やグループの自己認識・
話者の感情についての情報等の表示’、‘Received 
Pronunciation（RP）のモデルとしての価値の検討’
と‘intelligibility（明瞭性）の中身に関わる問題’
等が議論されている。また最後の学習者と教師の問
題については、両者の到達目標は別であり、区別さ
れる性質のものであるとして、学習者の到達目標と
するべきものとして現在提案されているAmalgam 
English, International English, Lingua Franca Core, 
World Standard Spoken English等についての基本的
な事項に関する議論をしている。通常これらの情報
は、発音に関する論文集や様々な専門雑誌からピッ
クアップした論文を丁寧に参照して情報を集めなけ
ればならないが、この章はこの分野の専門家ではな
い英語教師がその研究の出発点として知っておかな
ければならない事柄について要領良くまとめた、明
快な情報の提供となっている。
　第二章 Research and L2 Phonological Acquisition
キーワード ： 発音指導の優先順位、明瞭性、音韻上の普遍性、有標性、声の質
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筆者が本井（2010）で指摘している点を克服する意
味で良い傾向と判断している。
　特に、捉えどころが無いと言われている音調
（intonation）の記述については、上手く整理されて
いてこの分野の入門書として参考になる。しかし、
この領域に不案内な教師にも更に使い易いものとす
るべく研究を重ねて欲しいと思う。英国においても
teacher trainer達に「この国ではイントネーション
の話をすると複雑になる。ある人は話し手の感情の
話をし、ある人は英語教育上の話をする。そして、
ある人は、理論の話をする」と言わせしめているよ
うに、native teachersにとっても、まだまだ課題が
多い現状があるのは承知しているので、もう少し時
間が必要な分野なのかも知れないのであるが。
　また、前後するが、第三章で、音声器官の解説に
加え、voice quality （声の質）の問題にも注意が向
けられていることは興味深い。母語の発声方法を
ベースに英語の音声連続の練習をするよりも、正し
い英語の発声方法を先に身につけてしまった場合の
方が良い結果が得られるという指摘がなされている
こともさることながら、筆者自身の音読チェックで
も、日本語的発声法に大きく依存している学習者の
発音が非常に聴き取り難いという経験をしているこ
とを挙げて置きたい。こうしたことから、授業の初
めにwarming upとして発声練習を導入することも
検討されるべきことが分かる。そして、このことは、
Laroy（1995）のような、発音は授業の中では学習
者にそれと分からない形で行うのが良く、発音器官
の詳細な説明や発音記号は学習者がどうすれば正し
く発音出来るかを質問してくるようになった段階が
導入の時だというような基本的態度とも一致すると
言える。
　日本人の英語教師にとっては、これら音声学・音
韻論関連の記述の材料として英国英語のアクセント
（RP）のみが取り上げられている点が偏っているよ
うに感じられるかも知れない。しかし、この本の目
的が基本的知識を身に付けることにあること及び現
在では所謂reference pronunciationとしてのモデル
選択の傾向が強いことを考えると、日本における
teacher trainingの場合、適時アメリカ英語などの標
準的なアクセントの解説も加えて授業して行くこと
の前半では、‘年齢’、‘人格’、‘社会言語学的な要素・
文化的要素’、‘学習者の態度’、‘目標言語との接触’、
‘phonological transfer等の第一言語の果たす役割’
等々、第二言語習得理論の研究の進展によって明ら
かになって来た発音の分野に関係する事項について
の説明が行われている。
　そして、後半では、‘子音連続の単純化のような第
一・第二言語の発音習得に関って一般的と思われる
傾向（phonological universals）’と‘そうした傾向
に 逆 ら う 形 と なっ て 弁 別 的 と も 言 え る 傾 向
（markedness）の分析’や‘母語の影響に関係なく
あらゆる英語学習者が繰り返し犯し、そのプロセス
を 通 じ て 最 終 的 に 身 に 付 け る 傾 向 に あ る
developmental errorsの分析に関わるdevelopmental 
process’の研究の解説が行われている。また、こ
の 章 の 最 後 でdrilling, dictation, focus on form, ear 
training, stress timing, intonation patternsのような
教室で日常的に取組まれている練習方法や学習活動
について上記のような観点から再検討している。こ
れは、通常我々教師も抱き易い、英語音声学のルー
ルを教え、繰り返し発音練習を行うばかりの‘発音
教育’というイメージを払拭するのに役立つと思え
る。また、単に教則本のようなテキストを使って教
えるだけでなく、教師自身が自分の教える学習者に
合ったシラバスを考え、一つのコースを編成する方
向に向かっていく上での良い出発点となるのではな
いかと思える。
　第三章 Speech Sounds、第四章 Consonants、第
五章 Vowels、第六章 Phonemes in Context、第七章 
The Syllable、第九章 Word Stress、第十章 Features 
of Connected Speech、第十一章 Intonationの記述内
容（第八章と第十二章は復習の為の練習問題）は、
初級レベルの英語音韻論のテキストのそれと言える。
しかし、音韻論の必要項目が手際よく整理され、更
に進んだ研究を行い、教材やコースの開発を求めら
れる現在のシニア・ティチャーにとっては、良い出
発点となる知識を提供してくれると思える。取分け、
分節音素（音素とその異形、及びその置かれる環境
に関わる事柄（第四章～第七章））の記述と同じ程
度の分量の頁をプロソディーに関わる領域の問題
（第九章～第十一章）に割いていることに関しては、
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はHancock （1995）やHewings （2004）等に掲載の
activityと共に検討し、知識を増やす際の基礎的知
識を提供してくれると言える。加えて、この章で、
第三章でも触れたvoice qualityやarticulationの問題
についても実践的な観点から検討していることが評
価される。
　第十四章では、20世紀初頭から前半に音声学が言
語教育の大きな部分を占めるような状況を作り出し
たReform Movementから、それ以降の発音教育の歴
史的な流れの解説を皮切りにして、現状では非母語
話者同士の英語による対話の際の発音の問題まで踏
み込む必要性のあることが指摘されている。そして、
こうした事を基礎に英語教師から頻繁に出される11
の質問に答えるという形式で指導の問題に焦点を置
いて議論している。その中身は、①教えるべきモデ
ルや到達点の決定、②英語を母語としない教師の発
音指導の可能性、③④分節音素／超分節音素・
bottom-up/top-down approachの夫々の対に関して
どちらが重要か、⑤音声記号を教える必要があるか
どうか、⑥教師は効果的に教えるためにどのような
知識と技術を必要とするのか、⑦教える項目の優先
順位（pronunciation priority）はどう決めるのか、
⑧発音を教える時間をどう確保するのか、⑨他の項
目や技術の指導と発音指導をどう統合させるのか、
⑩学習者の発音の能力の診断と評価の仕方の問題、
⑪テクノロジーは発音教育に資することが出来るか、
のような内容に亘る。
　紙数の問題があることから全ての事柄に触れるこ
とは出来ないが、①②のように第一章で検討された
ことを更に深める形の議論がなされているもの、④
⑥のように第十三章で議論されていることに関連す
るものがあるので、相互に参照しながら検討するこ
とにより、更に研究を進めるための基礎知識を得る
ことが出来ると思える。筆者が特に教師にとって有
益と思うものは、⑦の優先順位であり、ここでは
intelligibility, functional load, degree of tolerance, 
return on investment, end-purposeなど、この問題
の様々な側面が他の本には触れられていない事柄も
含めて、理由や例とともに表にして示され、教師自
身がシラバス・デザインを行う為に必要な事柄の研
究を始める上での基礎知識が提供されている。
も可能だろう。但し、押えるべきポイントは、教師
と学習者に求められている発音能力の習得レベルが
異なること、及び学習者は自分がモデルとして身に
付けるべく目指すアクセントに関係なく、相当にハ
イレベルの流暢さや明瞭性を身に付けることが出来
るという事実を教師が十分理解出来るように注意し
て音声学・音韻論を教えることにあると言える。
　最後に、各章の章末部分にTeaching Implications
の項目があり、更に研究を進めたり、教材を評価し
たりする場合に役に立つ情報が多く収められている
ことにも触れて置きたい。
　本書では上記の英語音声の記述の後、第十三章 
Pronunciation in the Classroom、第十四章 Pronunciation 
Teaching: Some Questions Answered、 第 十 五 章 
Pronunciation Problem Areasの三章が続き、再び発
音指導の領域の問題に焦点が移る。しかし、こちら
は第一章・第二章のような理論的なものではなく、
教室での現実的な指導に関わるものであることは、
各章の標題を見れば分かる。
　第十三章は、この領域の練習に使われるactivity
やテクニックの解説である。その中身としては、様々
な他の発音関係の本に見出されるものが多いが、初
めに“setting the scene”として、①‘building an awareness 
and concern for pronunciation’、②‘explaining the components 
parts of pronunciation and how they fit together’、③ 
‘outlining the pronunciation sub-skills learner needs 
to develop’の三つの事柄について議論している。即
ち、①学習者の内に発音の重要性に関する理解を作
り出す必要、②英語音声の構成要素を教える手順に
現在起こっているパラダイム・シフトの指摘（e.g. 
音素＞音節＞語強勢＞音連続＞音調のような従来の
音素から音調へという教える順序（bottom-up）か
ら、より大きな要素から音素の方向へ（top-down）
の順序の変更も検討することを通じてよりバランス
の取れたアプローチをすること）、③英語音声習得
の為に学習者が必要とする技術、即ち、noticing（気
付 き ）、discriminating（ 識 別 ）、imitating（ 模 倣 ）、
reproducing（再現）、contextualizing（脈絡の応用）、
generating（生成）、correcting（訂正）についての
検討であり、後に単なるサンプルに過ぎないとして
提示されているactivityが続く。これらのサンプル
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第十五章は11の異なる言語を母語とする話者の英語
の発音の問題点を整理しており、日本人話者の記述
も含まれている。しかし、簡単な記述に終わってい
るので、Swan /Smith （2001）のようなこの領域が
より詳しく扱われている図書にも当たって更に具体
的な知識を得る必要があると思える。
　現在、教えるべき或いは学ぶべき英語に関する考
え方の変化が進行し、International/World Englishの
ような概念がその存在意義を高めると同時に、
‘communicative’の方法論が主流となっている英語教
育の分野では、発音教育の領域でも大きな考え方や
重点の変更が起こっている。そして、一度変えると
いう立場に立つ時、何を教えるべきか、どう教える
べきか、授業の重点をどこに置くべきか、どのよう
なシラバスを導入し、どのようなコース編成とする
べきか、又、教師は何を変え、何を新しく学ぶこと
を要求されるのか等、様々な事柄が再検討の課題と
して浮上してくる。こうしたことの全てに一定の答
えを求めるとすれば、Celce-Murcia et al. （2010）を
手 始 め と し て、Brown （1991）、Brown （1992）、
Kenworthy （1987）など様々な本や論文集にも当っ
てみる必要がある。有用な事ではあるが、この分野
の専門家でない英語教師にとってはポイントとなる
事柄を把握するだけでも大変な労力が必要となるの
が現実である。こうしたことを考える時、本書は入
門書の限界を持ちつつも以後の研究の為の出発点と
なるべき鳥瞰図的な知識を与えてくれる良書と言え
る。
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